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関東州 出雲早生、弁慶嬬 大郎租、龍川租 多々租
熊岳城、松樹地域 早生大野、亀ノ尾 大郎組 紅梗子
遼寧省
奉天、撫順地域 衣笠 京租
安東地域 亀ノ尾、関山 粘組 紅梗子、丁祖
公主嶺地域 札幌赤毛 麦租、大郎租
吉林省




















時韓国史料研究所「在満鮮人問題」、 『朝鮮統治史料』第 10巻、 1971年、 241頁。
9朝鮮総督府農林局『朝鮮人農民年報』、 1937年、 121-122頁。 1918年の朝鮮における小作農家会戸あたり耕









































































































































積は 13万4000余町歩で、全耕地面積の 5%に当たり、この「駅屯土Jの小作人は 3万 2000余人
に達した(金，崖，梶村:p. 59)。こうして、朝鮮人農民は「固有化」により大量の土地を奪われ、
2 3例えば、 1929年 12月、日本在長春領事館は吉林省政府に照会して、吉林省建設庁が発布した「管理稲田水










































土地の買収を進めていた。 1910年に東拓が保有していた朝鮮土地は 11， 035.5町歩にすぎなかった












1910 2， 254 6， 90 
1915 6， 966 171，00 
1918 10.000 20， 000 









2 G東洋拓殖株式会社『東洋拓殖株式会社三十年誌』、 1928年、 86頁。



















xt 高梁 粟 玉萄黍 小麦 大麦 水稲 陸稲
1922年 二石七八 二石七八 約三石 一石七八 約三石 約六石 約六石





















》と 大豆 高梁 粟 玉萄黍 蕎麦 大麦 水稲 小麦
1928年 16. 80 14.00 27. 0 14. 50 14. 0 13. 0 3. 0 2. 0 
1929年 15. 26 7.00 13. 0 6. 80 6.00 12. 0 3. 0 18. 0 























辰夫 分益小作料 定額小作料最高 最低 平均 最高 最低 平均








南満 東豊 40% 
北部 金川 40% 
地方 海龍 60% 50% 17元
西安 50% 年地代 250元
通化 60% 40% 50% 25元 17元 20元
東辺
興京 50% 40元 30元
道地
寛旬 60% 40% 50% 50元 30元 40元
方
東辺道 50% 40% 3石 2石
東北 吉林 30% 20% 
中部 陶頼昭 2. 5石 l石 20元
地方 長春 40% 30% 30元
ハ)vビン 4石 l石 3石
チチハル 30% 20% 2. 5石 l石
東北
賓県 30% 7. 5石 5石 6. 3石
北部
j毎林 1. 3石 l石
地方
寧安 50% 1. 5石 o. 5石





















水稲耕作の利益も増え、高梁、小麦、粟を栽培する場合よりも約 2~3 元多かった 310 また、 1920












2 9吉林省政府柏案、柏案号:Ll1: 20-2-620 
:J 0 外務省外交史料館資料「中国側ノ鮮農に対スル小作法制定ニ関スル件」、 『満蒙各地ニ於ける朝鮮人ノ農業












年平均 一反当たり収穫量 生産高① 輸移出量② ②/① 移出量③ 輸出量④ ③/② 
O. 788 10， 946， 342 627， 378 389， 908 237，470 
1910-1912 5. 7 62. 1 
(89) (81) (31) (25) (53) 
0.890 13， 488， 996 2. 05. 399 1， 573， 503 431， 895 
1915-1917 14. 9 78. 5 
(10) (10) (10) (10) (10) 
O. 952 14，740，332 2， 952， 285 2.837.421 114， 864 
1920-1922 20. 0 96. 1 
(107) (109) (147) (180) (27) 
O. 992 15， 790， 898 5，671，076 5， 658， 902 12， 174 
1925-1927 35. 9 9. 8 
(111) (117) (283) (360) (3) 
1. 032 17，133，167 7， 246， 857 7， 233， 690 13， 168 
1930-1932 42. 3 9. 8 
(116) (127) (361) (460) (3) 
出所:河合和男『朝鮮における産米増殖計画』、未来社、 1986年、 134頁により、括弧内の数字は 1915-1917
年を 10とする噌加指数を示す。
「産米増殖計画」の実施により朝鮮では米作が進展したが、米穀の日本への移出も急増した。 1930





合は 27.6石から 96.07 (成長率 247.3%)石に急増した(許:p.105)。つまり、民族別農業人口一人
32 1918年朝鮮における小作農家一戸あたり耕地面積はO.825町歩、 1930年になると O.851になったが、 1918
年自作農家一戸あたり耕地面積は O.812町歩から O.679町歩に急減した。その結果として、農家一戸あたり耕














61. 3%、朝鮮全国の 68.1%の小作人が「春窮」農家であった(河合 p.170-171)。朝鮮全耕地に日
























:3 S 河合和男『朝鮮における産米増殖計画』、未来社、 1986年c また、金穎『近代東北地区水田農業発展史研
究』、中国社会科学出版社、 2007年。






も 2~3 倍多く、とのため中国人地主は朝鮮人の移住を歓迎していた(朴 :p. 70) 0 1920年代半ばの時

















:l 7 衣保中『近代朝鮮移民与東北地区水田開発』、長春出版社、 1999年。また、子春英「朝鮮人移民与近代黒




























































































































































計的分析を中心としてJ~朝鮮史研究会論文集』第 8 号(朝鮮史研究会、 1971)
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